
 

 

 

 

「耳で聴くハザードマップ」サービスを利用開始します 

 

 

県では、視覚に障害のある方や、小さな文字が見えにくいご高齢の方などが、

平時から災害リスク等を認識し、早めの避難につなげていただくことを目的とし

て、ハザードマップの情報等を音声で聴くことができる「耳で聴くハザードマッ

プ」サービスの利用を開始します。 

 

◆サービスの概要 

音声コード読み上げアプリ「Uni-Voice Blind（ユニボイス ブラインド）」を用い

て、現在地や任意の地点における災害リスク（洪水・高潮・津波・土砂災害）や最寄り

の避難場所などの情報を聴くことができます。 

※視覚に障害のある方向けの「Uni-voice Blind」アプリの他に、一般の方向けの「Uni-

Voice」アプリがあり、どちらでも本サービスをご利用いただけます。 

 

◆利用開始日 

令和８年４月１日（水）（県内全域で利用可能となります。） 

 

◆利用方法について 

各アプリストアからスマートフォン等に「Uni-Voice Blind」アプリまたは 

「Uni-Voice」アプリをインストールしてお使いください。 

   ※詳細はチラシをご覧ください。 

   ※利用料は無料です。 

（ただし、インストールや利用に伴う通信料は利用者の負担になります。） 

 

 

 

 

和歌山県 記者発表 

令和８年３月２５日 

（問合せ先） 

危機管理部 危機管理局 防災企画課 

担 当：増本、江原 

電 話：073-441-2271（内線：4024） 

福祉保健部 福祉保健政策局 障害福祉課 

担 当：古本、平岡 

電 話：073-441-2514（内線：2551） 


